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編集後記…「さわさわ』創刊号を出せてとてもうれしかつた。喜んで、あちらにもこちらにも、送り

まくりました。それで、気が付いたのは、友人、知人との間の、ぼくの、日ごろのコミュニケーシヨ

ンがいかに貧しくなつているかということです。「ご無沙汰しています。Jという、お詫びの挨拶を何

度書いたことでしよう。住所録を繰れば、いずれも懐かしく、また、大切な友達が
一杯います。そん

な人たちを忘れて、自分はどこへ行こうというのかと思つたことです。「さわさわJの創刊は、ぼく

が、「ここからもう一度生き直すJ、 その出発点に立たせてくれたと言つてもオー
バではないくらいの

できごとでした。/その間に、関西では、10・ 21の取,組みがありました。「円山音楽堂を一杯

にしようJと いうのが、話の始まりでした。最初、聞いた時は、「え一つ?なんてことを?」 と思
い

ましたが、その無謀さ、いい加減さが良かつたのだと思います。何ら企みも、強制力もなしに、1200

人もの人が集まつたのですから。半年間の実行委員会は、準備のための単なるミーティングではなく、

それ自身いつも小さな集会の様に、意義深いものでした。
｀
出る度に、ぼくの心が開かれ■、そんな思

いを抱いて帰つたものでした。そして、この日、10・ 21の集会に集まつた人は、誰もが、自分の

ために準備された集会だと、きつとそう感じたことでしよう。どうしてこんなことが可能だつた
ので

しょう。近来の快挙と言つてよいのではないでしよう力、/人は誰しも何らかの割合で詩人だと思い

ますが、そんな詩人を発現する場が減多にないのが、ぼくは残念でなりません。
「さわさわ12号か

ら、「短歌で遊ぼう」が始まりました。この場で、思う存分、内なる。`詩人
`を解放していただきた

いと思います。重信房子さんが、`さわ女 `と いう、歌人名で待つています。歌を仲立ちに、
`さわ女

`さ んと、スリリングで、味わい深いコミュニケーションを、ぜひ楽しんでいただきたいと思います。

投句、投稿お待ちしています。/この、「さわさわJ2号を準備している現在、「重信公判Jの控訴審

判決が迫つています。12月 20日 (木)。 そして、前日には、無罪を訴える集会が計画されて
います。

|できたての、「さわさわJ2号を持つて、関西から駆けつけたいと思つています/次号第 3号は 3月

刊行の予定です。重信さんへのお便り、投稿、大歓迎です。2月 中に送つてください。

販価は 1冊 300円です。なるべく年間購読をお願いします。送料込みで、年会費は2∝Ю円です。(郵

便振替口座 00020-2-169764 さわさわの会)

連絡先―〒635-0061大 和高田市儀野東町 3-27 森本忠紀

■lJFax 0 7 4 5-22-4002 mail:tq区 山田甲田て愛pabiglobe.necJp


